
秋
分

二
十
四
節
気
よ
り

む
し
か
く
れ
て
と
を
ふ
さ
ぐ

蟄
虫
坯
戸

平
成
二
九
年
第
一
回　

代
々
木
能
舞
台
文
化
公
演

﹇
出
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

講
談
師　

一
龍
齋
貞
水 

｜ T
eisui Ichiryusai

1
9
3
9
年
東
京
都
生
ま
れ
。講
談
師
、重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）。

1
9
5
5
年
先
代
一
龍
斎
貞
丈
に
入
門
。
1
9
6
6
年 
真
打
に
昇
進 

六
代
目
一

龍
斎
貞
水
を
襲
名
。「
講
談
は
守
る
べ
き
も
の
と
開
拓
す
べ
き
も
の
が
あ
る
」
を

座
右
の
銘
と
す
る
大
看
板
真
打
。
特
に
怪
談
に
関
し
て
は
特
殊
演
出
効
果
を
駆

使
し
た
「
立
体
怪
談
」
と
、
そ
の
取
り
組
み
が
関
心
を
呼
び
「
怪
談
の
貞
水
」

と
言
わ
れ
る
。

狂
言
師　

高
野
和
憲 

｜ K
azunori T

akano

1
9
7
2
年
生
ま
れ
。
野
村
万
作
に
師
事
。
国
立
能
楽
堂
・
能
楽
三
役
第
四
期

研
修
修
了
。能
楽
協
会
会
員
。万
作
一
門
の
若
手
研
鑽
会「
狂
言
ざ
ゞ
ん
座
」同
人
。

す
で
に
『
奈
須
与
市
語
』『
三
番
叟
』『
釣
狐
』
等
も
披
き
、「
万
作
の
会
」
の
演

者
の
一
人
と
し
て
国
内
外
の
狂
言
・
能
公
演
に
出
演
し
て
い
る
。
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
新
国
立
劇
場
演
劇
研
修
所
講
師
。

能
楽
師　

浅
見
慈
一 

｜ Jiichi A
sam

i

観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
。
銕
仙
会
所
属
。
観
世
流
シ
テ
方
職
分
家
長
老
浅
見
真

高
の
長
男
。
父
及
び
故
八
世
観
世
銕
之
亟
に
師
事
。
三
歳
の
時
、
仕
舞
「
老
松
」

で
初
舞
台
。
1
9
9
7
年
、
準
職
分
認
定
。
海
外
公
演
や
新
作
能
、
復
曲
能
、

映
画
等
に
も
多
数
参
加
。
父
が
主
宰
す
る
代
々
木
果
迢
会
（
か
ち
ょ
う
か
い
）

を
補
佐
し
、
代
々
木
能
舞
台
に
お
い
て
定
期
的
に
公
演
を
行
っ
て
い
る
。

﹇
代
々
木
能
舞
台
文
化
公
演　

呼
び
か
け
人
﹈

柳　

沢　

伯　

夫　
（
元
厚
生
労
働
大
臣
／
城
西
国
際
大
学
理
事
長
）

平　

井　

克　

彦　
（
東
レ
株
式
会
社
特
別
顧
問
）

今　

井　
　
　

宏　
（
元
総
務
副
大
臣
）

野　

村　

万　

作　
（
和
泉
流
狂
言
師
）

林　

田　

英　

樹　
（
元
文
化
庁
長
官
）

池　

田　

彰　

孝　
（
公
益
財
団
法
人
昭
和
池
田
記
念
財
団
理
事
長
）

竹　

下　

景　

子　
（
女
優
）

浅　

見　

真　

州　
（
観
世
流
能
楽
師
）

大　

井　

泰　

弘　
（
元
東
京
都
知
事
本
局
理
事
／
M
X
テ
レ
ビ
常
務
）

松　

田　

隆　

利　
（
前
内
閣
府
大
臣
補
佐
官
）

川　

村　

耕
太
郎　
（
元
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

吉　

田　

誠　

男　
（
株
式
会
社
伊
場
仙
代
表
取
締
役
社
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

順
不
同

平
成
2 9
年
1 0
月
1
日
﹇
日
﹈

開
場
13
時 

／ 

開
演
13
時
30
分

西
新
宿
の
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
中
、
取
り
残
さ
れ
た
異
空
間
の
よ
う
に

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
代
々
木
能
舞
台
。
大
正
・
昭
和
初
期
、
都
内
に
数

箇
所
存
在
し
て
い
た
屋
敷
内
能
舞
台
は
、
現
今
で
は
数
少
な
い
遺
構
の
ひ

と
つ
と
な
り
ま
し
た
。
四
季
を
感
じ
る
開
放
的
な
こ
の
空
間
に
は
か
つ
て

能
が
屋
外
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
原
風
景
が
あ
り
ま
す
。

屋
内
の
敷
舞
台
は
昭
和
8
年
、
中
庭
に
面
し
た
本
舞
台
は
昭
和
25
年
の
築

造
で
、
平
成
21
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
能
舞
台
を
代
々
守
り
続
け
て
き
た
の
は
観
世
流
を
代
表
す
る
シ
テ
方

の
一
つ
、
浅
見
家
で
す
。
浅
見
家
は
数
千
点
に
お
よ
ぶ
能
装
束
や
面
、
舞

台
道
具
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
、
能
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
公
演
は
、
代
々
木
能
舞
台
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
季
節
を
感
じ
と
り
な

が
ら
、
能
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ャ
ン
ル
を
こ
え
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
的
に
日
本

文
化
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
は
「
語
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
落
語
よ
り
も
そ
の
歴
史
が
古
い
と
さ
れ
て
い
る
「
講
談
」
か
ら
は

人
間
国
宝
の
一
龍
齋
貞
水
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
名
作
「
勧
進
帳
」
を
お

送
り
し
ま
す
。
そ
し
て
江
戸
前
狂
言
、
和
泉
流
か
ら
は
高
野
和
憲
さ
ん
に

よ
る
「
奈
須
与
市
語
」。
一
人
で
義
経
・
実
基
・
与
市
・
語
り
手
の
四
役
を

演
じ
分
け
、扇
一
枚
で
緊
張
し
た
場
面
を
見
せ
ま
す
。
能
は「
紅
葉
狩
」よ
り
、

後
シ
テ
を
装
束
を
つ
け
て
行
う
能
舞
で
す
。
観
世
流
の
浅
見
慈
一
さ
ん
が

華
麗
に
披
露
し
ま
す
。
初
秋
の
昼
下
が
り
、
伝
統
文
化
の
豪
華
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

二
十
四
節
気
よ
り 

｜ 

秋
分　

｜　

蟄
虫
坯
戸

講
談
「
勧
進
帳
」

狂
言
「
奈
須
与
市
語
」

お
話
「
渋
谷
区
の
多
彩
な
文
化
発
信
」

能
舞
（
装
束
付
）「
紅
葉
狩
」

呈
茶

人
間
国
宝　

一
龍
齋
貞
水

和
泉
流　
　

高
野　

和
憲

渋
谷
区
長　

長
谷
部　

健

観
世
流　
　

浅
見　

慈
一　

他

﹇
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹈

平
成
29
年
10
月
1
日
﹇
日
﹈　

開
場

：

13
時 

／ 

開
演
＝
13
時
30
分

会
場

：

代
々
木
能
舞
台　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
4-

36-

14

U
R

L=
w

w
w

.yoyoginoubutai.com

主
催

：

代
々
木
能
舞
台
文
化
公
演
世
話
人
会

後
援

：

渋
谷
区

﹇
お
申
し
込
み
方
法
﹈

－
定
員
70
名
／
ご
参
加
料
金
お
一
人
様 

1
2,
0
0
0
円
（
自
由
席
）

－（
1
）
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
カ
ン
フ
ェ
テ
ィ　

http://confetti-w
eb.com

/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

電
話

：

0
1
2
0
|

2
4
0
|

5
4
0
（
平
日 

10
時
〜
18
時
）

　
（
2
）
事
務
局
メ
ー
ル
で
の
お
申
込
み　

yoyogiculture@
gm

ail.com

　
　
　

  ※

お
名
前
と
お
申
込
み
人
数
、
ご
連
絡
先
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
受
付
完
了
後
、

　
　
　

  　

お
振
込
の
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

  ※

平
成
29
年
9
月
22
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
お
振
込
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

：

代
々
木
能
舞
台
事
務
局   　

yoyogiculture@
gm

ail.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

電
話

：

0
3
|
3
3
7
0
|
2
7
5
7

Koudan / Kyogen / Noh mai

書
（
勧
進
帳
）：

加
山
幹
子　
　

デ
ザ
イ
ン

：

横
川
知
宏


